
★は、先着順で参加申し込みを受け付けています。窓口または電話にて、森下文化センターへ

お申し込みください。そのほかに申し込み不要の、絵本コーナー・のらくろぬり絵コーナー

などもあります。 

 

 

 

 

  

どなたでもご応募できます。詳細は館内チ

ラシ、または財団ホームページをご確認く

ださい。 

 

《審査員の先生方》 

永田竹丸、山根青鬼 

江波じょうじ、たちいりハルコ 

 

      のらくろマンガ賞  

まもなく締め切りです！ 
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〒135-0004 東京都江東区森下3-12-17     

 電 話 03-5600-8666  

 F A X 03-5600-8677     

 H P http://www.kcf.or.jp/morishita 

【開館時間】午前９時～午後１０時 

【 休 館 日 】第1･3月曜日(祝日の場合は開館)  

年末年始（12/29～1/3） 

 

‘１４ 10月号 

No.15 

発売中 

さしかえ 

第10回 

★コマ漫画部門 テーマ「うれしい」 

★ストーリー漫画部門 テーマは自由 

★イラスト部門 テーマ「みんなののらくろ」 

 

１０月３１日（金） 
必着です！ 

お待ちしております。 

©田河水泡 / 講談社 

深
川
七
不
思
議 

 
 
 

～
高
橋
の
息
杖
～ 

北葛飾狸狐『深川七不思議』より「高橋の息杖」 

北
葛
飾
狸
狐
（
き
た
か
つ
し
か 

り
こ
） 

化
け
物
人
形
師
・
怪
談
・
妖
怪
好
き
。
深
川
資
料
館
通
り
に
あ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
深
川
い
っ
ぷ
く
で
「
怪
談
」
を
テ
ー
マ
に
展
覧
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
異
色
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
。 

本
名
：
高
橋
理
加 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
造
形
作
家 
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理
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(
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http://book.geocities.jp/takari_idealstock/Takari/Welcome.html
http://book.geocities.jp/kitakatushika_riko/kitakatushika_riko/Welcome.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

森
下
界
隈
端
か
ら
橋
ま
で 

～
高
橋
の
お
は
な
し
～ 

 

高
橋
は
、
初
め
て
架
け
ら
れ
た
年
代
は
不

詳
な
が
ら
、
永
代
橋
や
新
大
橋
よ
り
も
古

く
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
木
橋
は
橋
脚
が
極
端

に
高
く
、「
高
い
橋
」
か
ら
「
高
橋
」
と
名

付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
江
戸
か
ら
昭

和
に
か
け
て
四
度
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
、「
た
か
ば
し
の
ふ

じ
」
に
は
、
高
橋
越
し
に
見
る
富
士
山
の
風

景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
高
橋
の
先
に
富
士

山
が
見
え
た
と
は
驚
き
で
す
が
、
こ
の
橋
の

高
さ
は
や
は
り
目
を
惹
き
ま
す
。
雨
・
雪
の

日
に
は
渡
る
の
が
非
常
に
困
難
な
ほ
ど
高

か
っ
た
の
は
、
小
名
木
川
を
通
る
帆
船
が
帆

柱
を
完
全
に
倒
さ
な
く
て
も
通
過
し
や
す

く
す
る
た
め
と
も
、
増
水
に
備
え
て
い
た
た

め
と
も
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
る
と
、
今
の
千
葉

県
の
行
徳
か
ら
江
戸
ま
で
の
塩
の
供
給
ル

ー
ト
と
し
て
小
名
木
川
が
開
削
さ
れ
、
早
く

か
ら
船
着
場
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
後
に
、
近

郊
野
菜
も
運
ば
れ
、
こ
の
付
近
は
深
川
の
物

流
拠
点
と
し
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
明

治
以
降
も
蒸
気
船
の
周
航
に
伴
い
、
物
資
・

旅
客
両
面
の
輸
送
網
を
支
え
ま
す
。
昭
和
七

年
に
は
、
東
京
汽
船
株
式
会
社
が
高
橋
～
行

徳
間
を
二
十
二
銭
、
一
時
間
間
隔
で
運
行
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
河
川
航
路
は
鉄

道
・
陸
運
に
押
さ
れ
衰
退
、
昭
和
十
九
年
に

廃
止
さ
れ
ま
す
。
現
在
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て

い
ま
す
が
、
防
災
船
着
場
と
し
て
新
た
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
深
川
七
不
思
議
の
一
つ
、「
高

橋
の
息
杖
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
雨
の
夜
に

高
橋
を
渡
る
と
、
駕
籠
か
き
が
持
つ
息
杖
の

「
コ
ツ
コ
ツ
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
る
と

か
。
雨
の
夜
、
ぜ
ひ
耳
を
澄
ま
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
も
し
か
す
る
と
・・・ 

建物をアートする 

 

 

 

旧東京市店舗向住宅 

関東大震災後、岩崎家より深川親睦園
の東半分の土地が寄付され、東京市が
鉄筋コンクリート2 階建ての店舗住宅
を建てました。 
1階店舗、2階住居で間口2間半の住
宅が建設当初４８戸あり、５～８戸で
１棟になっていました。当初は賃貸で、
当時の巡査・教師の初任給が４～５０
円の時代に１か月の家賃が６３円、住
民からの値下げ要求で３２円に引き下
げられたとの逸話が残っています。 
昭和２８年に土地付きで居住者に払い
下げられました。 

興 
 

公園名 隣接小学校 

元加賀公園 元加賀小学校 

八名川公園 八名川小学校 

森下公園 深川小学校 

臨海公園 臨海小学校 

東陽公園 東陽小学校 

扇橋公園 扇橋小学校 

川南公園 川南小学校 

 

江東区内の復興公園 関東大震災後の昭和初期に
建てられた小学校を「復興小
学校」というのはよく知られ
ていますが、これらの学校に
は、防災上の観点から隣接し
て公園が造られました。これ
が復興公園です。 
江東区内では、残念ながら復
興小学校は現存していませ
んが、復興公園には当時の面
影を伝える遊具などが残っ
ているところもあります。 

森下公園（昭和5年開園） 元加賀公園（昭和２年開園） 

このパーゴラは改修されたも
のですが、当時の骨格を使用し
ているため、かつての面影を残
しています。 

水は流れていないものの、この
壁泉は当初のまま残されてい
ます。重厚なデザインに復興へ
の思いが感じられます。 

船着場から撮影した
現在の高橋。かつて
この景色の先に富士
山を望めたとは・・・
隔世の感があります
ね。 

内
部
は
改
装
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
外
観
は
当

時
の
姿
を
伝
え
て
い

ま
す
。
細
部
の
装
飾
に

こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま

す
。 

 
関東大震災後、商店などに用い
られた建築様式で、建築史家藤
森照信氏が命名しました。前面
に軒を設けず、平坦な壁状にし
てモルタルや銅板で装飾を付
けています。ちょうど看板のよ
うな平坦な壁を利用して、自由
なデザインが試みられたため、
「看板建築」と名付けられまし
た。左記の旧東京市店舗向住宅
もこの看板建築に当たります。 
震災後の復興では、土地の区画
整理が行われ、道路幅が広げら
れました。しかしそれは土地の
供出を伴ったため、狭くなった
土地の有効利用や、耐火性を向
上させる目的もありました。さ
らに、庶民の間でも洋風デザイ
ン志向が高まり、看板建築が多
く造られるようになりました。 
看板建築は、現在でも東京を中
心とした広い範囲で見られま
すが、老朽化により急速に減り
つつあります。一部は、江戸東
京たてもの園に移築されたり、
登録有形文化財として保存さ
れています。 
亀戸香取勝運商店街では、「昭
和30年代」をテーマにレトロ
な看板建築の街並みを再現、ロ
ケ地としても売出し中です。 

看板建築 

11月16日(日)～11月22日(土) 
オーライタロー 

「清澄復興建築通り」展 

森下文化センターでは
近隣ギャラリーとの共
催展を開催していま
す。9 月にはギャラリ
ーコピスと、そして今
回はＳＡＫｕＲＡ Ｇ
ＡＬＬＥＲＹとの共催
展です。 
 
★オーライタロー★ 
看板建築など、建物を
モチーフにした作品を
多く手掛けています。
「清澄復興建築通り」
は、旧東京市店舗向住
宅を描いた、全長 7ｍ
に及ぶ大作です。 


